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発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

 

事務局長 

（中野重男君） 

 

 修礼を行いますので、ご起立ください。 

 礼。着席ください。 

 

吉村委員長  おはようございます。 

 ただいまの出席委員数は１３人です。 

 定足数に達しておりますので、直ちに決算特別委員会を開きます。 

 なお、佐々木光雄委員、髙坂隆雄委員、澤頭好孝委員は欠席であります。 

 

 （開会時刻 午前１０時０１分） 

吉村委員長  これより議事に入ります。 

 本委員会に付託されました認定第１号から認定第９号までの９認定議案のう

ち、昨日は、認定第１号、平成２６年度おいらせ町一般会計歳入歳出決算認定に

ついての審査が終わっています。 

 よって、本日は、認定第２号、平成２６年度おいらせ町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算認定についてからの審査を行うことになります。 

 これより議事に入ります。 

 

吉村委員長  認定第２号、平成２６年度おいらせ町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 会計管理者。 

 

会計管理者 

（袴田光雄君） 

 それでは、認定第２号についてご説明いたします。 

 主要施策の１１７ページをごらんください。 

 まず、決算規模でございます。 

 第１表、決算規模及び収支の推移をご参照ください。 

 区分の欄、歳入決算額でございます。右端に記載の平成２６年度決算額は２７

億９，６５１万４，０００円で、前年度比２６万３，０００円の減、率にして０．

０％のほぼ横ばいとなっております。 

 また、歳出決算額は２７億３，３０４万７，０００円で、１，６７４万４，

０００円、０．６％の減となっております。 

 歳入歳出差引額は６，３４６万７，０００円の決算額となりました。 

 続きまして、１１８ページの第４表、国民健康保険税の状況をご参照ください。 
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 （１）現年課税分の平成２６年度収入額合計は６億３，９２３万４，０００

円の決算額で、収納率は８６．５％となっております。前年度と比較しますと、

収入額で３，１９２万円、４．８％の減となっております。その主な要因として

は、被保険者が前年度比３８２人減少したことによります。 

 次に、（２）不納欠損の状況ですが、地方税法第１５条の７関係では、滞納処

分する財産がない方が１７人、また地方税法第１８条関係では、時効消滅した方

が２１８人、その合計が２３５人で２，１６１万９８０円の欠損額となっており

ます。 

 以上で説明を終わります。 

 

吉村委員長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 歳入歳出決算のうち、歳入全款についての質疑を行います。 

 決算書ページ１１から２０ページです。 

 質疑ございませんか。 

 平野委員。 

 

平野敏彦委員  それでは、今会計管理者に説明していただきましたけれども、私は主要施策の

成果の１１８ページの第４表の今説明のあった現年課税分、これについて質問さ

せていただきます。 

 決算書のほうと見比べてみますと、この６億３，９２３万４，０００円という

のは、この決算書でいきますと、この金額が現年課税分だけを抜き出ししないと

出てきません。収入済額が決算表ですと６億７，２００万円あるわけで、現年課

税だけをなぜここで税の状況として出しているのか。私は現年課税分があったら

過年分、滞納分とかいうふうなものも次の（２）ぐらいにしてつくるべきではな

いかというふうな、照らし合わせてみて合わないからというふうなことで感じま

した。というのは、収納率が８６．５％というふうに出ていますけれども、監査

委員の資料によれば、非常にこれは大変だというふうなことで、国民健康保険に

ついては出ているわけです。というのは、監査はこの会計決算書に基づいてして

いるわけで、トータル的に見ますと６４．７％の徴収率になっているわけです。

これを見ると、８６．５％ということになれば、そう深刻な捉え方もされないの

ではないかと、やはり過年分、滞納繰り越し、そういうふうなものを入れて収納

率が６４．７％と監査委員が指摘しているわけですから、やはりこれらに合った

ような形で数値を整理すべきではないかと思いますが、これだけ見て、国保はで
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はそんなに心配ないのかなというふうな思いも出ると思いますので、この辺につ

いて、これは調製したのは多分財政課長だと思いますので、担当課長のほうから

でもひとつ答弁いただければと思います。 

 

吉村委員長 

 

 答弁を求めます。 

 企画財政課長。 

 

企画財政課長 

（小向道彦君） 

 主要施策の成果の様式についてということでありますが、これにつきましては

担当課で出して、企画財政課のほうでとりまとめしているということで、まず昨

年と同じ様式でつくったんですけれども、今平野委員おっしゃるとおり、確かに

わかりにくい部分があるかと思いますので、担当課と協議して検討したいと思い

ます。 

 以上で終わります。 

 

吉村委員長  ほかにございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、歳入全款についての質疑を終わります。 

 次に、歳出全款についての質疑を受けます。 

 決算書ページ数２１から３７ページです。 

 質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で、認定第２号の質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告することに異議ござ

いませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  異議なしと認めます。 

 よって、認定第２号は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告する

ことに決しました。 

 次に、認定第３号、平成２６年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別会計歳入歳
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出決算認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 会計管理者。 

 

会計管理者 

（袴田光雄君） 

 それでは、認定第３号についてご説明いたします。 

 主要施策の１２０ページをごらんください。 

 まず、決算規模でございます。 

 第１表、決算規模及び収支の推移をご参照ください。 

 歳入決算額でございますが、平成２６年度決算額は１，７４７万７，０００円

で、前年度比９．２％の増となっております。 

 また、歳出決算額は１，６７９万６，０００円で、５．９％の増となっており

ます。 

 歳入歳出差引額は６８万１，０００円の決算額となりました。 

 続きまして、１２１ページの第４表、奨学資金貸付状況をご参照ください。 

 平成２６年度の奨学資金の新規貸与者は、大学及び大学院等は１０名、短大・

高専・専門学校等は３名、高校は３名の合計１６名となっております。これに、

継続貸与者２３名を加えますと、合計で３９名が奨学資金を利用しております。 

 続きまして、第５表、奨学資金寄附状況をご参照ください。 

 平成２６年度の寄附状況は、企業・団体及び個人合わせて３４件、８２万９，

８０８円の寄附がございました。前年度比３７万５，０００円、８２．６％の増

となっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

吉村委員長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 歳入歳出決算のうち、歳入歳出全款についての質疑を行います。 

 決算書ページ数４５から４９ページです。 

 質疑ございませんか。 

 平野委員。 

 

平野敏彦委員  決算書の４６ページの収入未済額２３７万円ですが、監査委員のほうを見まし

て、篤志家から善意の思いが詰まっていますよというふうなことで報告されてい

ます。その割には、貸付金の収入未済が大きいのではないかと。これによって、

もっと今の貸し付けの枠もふやせるのではないかと思いますが、この１点だけお
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聞かせいただきたいと思います。 

 

吉村委員長  答弁を求めます。 

 学務課長。 

 

学務課長 

（泉山裕一君） 

 未済の部分になりますけれども、基本的に滞納額という形になります。現在、

滞納している方は４世帯７名ございまして、皆さんそれなりにお支払いする意思

がございまして、５，０００円から１万円の範囲で分納をしております。ただし、

返済する金額といたしましては、大学の場合は２万円ずつ償還していかなければ

ならないのですが、それが５，０００円ずつとなりますと、どうしても長い年数

かかりますので、今後も分納していただいている部分は継続して、なるべく切ら

さないように努力をしてまいりたいと思います。あとは、もし少しでも余計払え

るときがあるようでしたら、なるべく声かけをして、少しでもここの部分を少な

くしていきたいと思っております。 

 以上になります。 

 

吉村委員長  ほかに質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で、認定第３号の質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告することにご異議あ

りませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  異議なしと認めます。よって、認定第３号は、原案のとおり認定すべき旨、本

会議において報告することに決しました。 

 次に、認定第４号、平成２６年度おいらせ町公共下水道事業特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 会計管理者。 
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会計管理者 

（袴田光雄君） 

 それでは、認定第４号についてご説明いたします。 

 主要施策の１２２ページをごらんください。 

 まず、決算規模でございます。 

 第１表、決算規模及び収支の推移をご参照ください。 

 歳入決算額でございますが、平成２６年度決算額は１０億８，２６１万３，０

００円で、前年度比３．０％の増となっております。 

 また、歳出決算額は１０億７，７３６万５，０００円で、前年度比３．２％

の増となっております。 

 歳入歳出差引額は５２４万８，０００円の決算額となりました。 

 次に、第２表、歳入決算額の状況をご参照ください。 

 歳入の主なものは、２款、使用料及び手数料が１億３，１９７万７，０００円、

５款、繰入金が６億１，４９９万９，０００円、８款、町債が３億１，２３０万

円となっております。 

 続きまして、１２３ページの第３表、歳出決算額の状況をご参照ください。 

 １款、総務費は１億９，０３２万円、２款、事業費は１億２，０６３万８，０

００円、３款、公債費は７億６，６４０万６，０００円となっております。 

 次に、第４表、地方債残高の状況をご参照ください。 

 地方債の平成２６年度末の現在高は８１億９，０２１万円で、前年度比２億９，

３１３万８，０００円の減となっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

吉村委員長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 歳入歳出決算のうち、歳入全款についての質疑を行います。 

 決算書５７ページから６０ページです。 

 質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、歳入全款についての質疑を終わります。 

 次に、歳出全款についての質疑を受けます。 

 ページ数６１から６７ページです。 

 質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で、認定第４号の質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告することにご異議あ

りませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  異議なしと認めます。 

 よって、認定第４号は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告する

ことに決しました。 

 次に、認定第５号、平成２６年度おいらせ町農業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 会計管理者。 

 

会計管理者 

（袴田光雄君） 

 それでは、認定第５号についてご説明いたします。 

 主要施策の成果１２５ページをご参照ください。 

 まず、決算規模でございます。 

 第１表、決算規模及び収支の推移をご参照ください。 

 歳入決算額でございますが、平成２６年度決算額は１億２，３９２万９，００

０円で、前年度比６．８％の増となっております。 

 また、歳出決算額は１億２，１８０万７，０００円で、前年対比６．６％の増

となっております。 

 歳入歳出差引額は２１２万２，０００円の決算額となりました。 

 次に、第２表、歳入決算額の状況をご参照ください。 

 歳入の主なものは、２款、使用料及び手数料が２，７２０万８，０００円、４

款、繰入金が７，２１１万２，０００円、７款、町債が２，２８０万円となって

おります。 

 続きまして、１２６ページの第３表、歳出決算額の状況をご参照ください。 

 １款、総務費は３，４４１万７，０００円、２款、事業費は３４０万５，００

０円、３款、公債費は８，３９８万５，０００円となっております。 

 次に、第４表、地方債残高の状況をご参照ください。 

 地方債の平成２６年度末の現在高は７億４，２１６万４，０００円で、前年度

比４，６３７万９，０００円の減となっております。 
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 以上で説明を終わります。 

 

吉村委員長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 歳入歳出決算のうち、歳入歳出全款についての質疑を行います。 

 決算書７５ページから８３ページです。 

 質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で、認定第５号の質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告することにご異議あ

りませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  異議なしと認めます。 

 よって、認定第５号は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告する

ことに決しました。 

 次に、認定第６号、平成２６年度おいらせ町介護保険特別会計歳入歳出決算認

定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 会計管理者。 

 

会計管理者 

（袴田光雄君） 

 それでは、認定第６号についてご説明いたします。 

 主要施策の成果１２７ページをごらんください。 

 まず、決算規模でございます。 

 第１表、決算規模及び収支の推移をご参照ください。 

 歳入決算額でございますが、平成２６年度決算額は２１億２，１７８万１，０

００円で、前年対比５．１％の増となっております。 

 また、歳出決算額は２０億７，７５２万７，０００円で、４．５％の増となっ

ております。 
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 歳入歳出差引額は４，４２５万４，０００円の決算額となりました。 

 次に、第２表、歳入決算額の状況をご参照ください。 

 歳入の主なものは、１款、保険料が３億６，８８３万３，０００円、３款、国

庫支出金が４億９，６９９万円、４款、支払基金交付金が５億７，６８３万９，

０００円、５款、県支出金が２億７，７５７万５，０００円、７款、繰入金が３

億３，９４７万６，０００円となっております。 

 続きまして、１２８ページの第３表、歳出決算額の状況をご参照ください。 

 １款、総務費は１億３，０６０万５，０００円、２款、保険給付費は１９億２，

４６３万円、３款、地域支援事業費は１，７０４万８，０００円、４款、基金積

立金は５２４万５，０００円となっております。 

 次に、第４表、地方債残高の状況をご参照ください。 

 平成２６年度末の現在高は４，５００万円で、前年度比２，５００万円の増と

なっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

吉村委員長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 歳入歳出決算のうち、歳入全款についての質疑を行います。 

 決算書９１ページから９８ページです。 

 質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、歳入全款についての質疑を終わります。 

 次に、歳出全款についての質疑を受けます。 

 決算書９９ページから１１５ページです。 

 質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で、認定第６号の質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告することにご異議あ
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りませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  異議なしと認めます。 

 よって、認定第６号は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告する

ことに決しました。 

 次に、認定第７号、平成２６年度おいらせ町公共用地取得事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 会計管理者。 

 

会計管理者 

（袴田光雄君） 

 それでは、認定第７号について説明いたします。 

 主要施策の成果１３１ページをごらんください。 

 まず、決算規模でございます。 

 第１表、決算規模及び収支の推移をご参照ください。 

 歳入決算額でございますが、平成２６年度決算額は３，９０６万４，０００円で、

前年対比１３．８％の減となっております。 

 また、歳出決算額は３，８７６万２，０００円で、１４．１％の減となっ

ております。 

 歳入歳出差引額は３０万２，０００円の決算額となりました。 

 次に、第２表、歳入決算額の状況をご参照ください。 

 １款、繰入金は３，８８５万７，０００円、２款、繰越金は２０万７，０００

円となっております。 

 次に、第３表、歳出決算額の状況をご参照ください。 

 １款、事業費は３２５万９，０００円、２款、公債費は３，５５０万４，００

０円となっております。 

 次に、第５表、地方債残高の状況をご参照ください。 

 平成２６年度末の現在高は３，１８０万円で、前年度比３，５００万円の減と

なっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

吉村委員長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 歳入歳出決算のうち、歳入歳出全款についての質疑を行います。 

 決算書１２３ページから１２７ページです。 
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 質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で、認定第７号の質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告することに異議あり

ませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  異議なしと認めます。 

 よって、認定第７号は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告する

ことに決しました。 

 次に、認定第８号、平成２６年度おいらせ町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 会計管理者。 

 

会計管理者 

（袴田光雄君） 

 それでは、認定第８号についてご説明いたします。 

 主要施策の１３２ページをごらんください。 

 まず、決算規模でございます。 

 第１表、決算規模及び収支をご参照ください。 

 歳入決算額でございますが、平成２６年度決算額は１億５，５２９万５，０００

円で、前年対比２．５％の増となっております。 

 また、歳出決算額は１億５，３６６万９，０００円で、１．９％の増とな

っております。 

 歳入歳出差引額は１６２万６，０００円の決算額となりました。 

 次に、第２表、歳入決算額の状況をご参照ください。 

 歳入の主なものは、１款、後期高齢者医療保険料が９，３７４万円、３款、繰

入金が６，０６８万８，０００円となっております。 

 次に、第３表、歳出決算額の状況をご参照ください。 

 １款、総務費は８８万６，０００円、２款、後期高齢者医療広域連合納付金は

１億５，２６１万７，０００円、３款、諸支出金は１６万６，０００円となって
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おります。 

 続きまして、１３３ページの第５表、保険料収納状況をご参照ください。 

 （１）現年度被保険者の収入合計は９，３２１万９，４００円の決算額で、収

納率は９９．５％となっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

吉村委員長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 歳入歳出決算のうち、歳入歳出全款についての質疑を行います。 

 決算書１３５ページから１４３ページです。 

 質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で、認定第８号の質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告することにご異議あ

りませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  異議なしと認めます。 

 よって、認定第８号は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告する

ことに決しました。 

 次に、認定第９号、平成２６年度おいらせ町病院事業会計決算認定についてを

議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 会計管理者。 

 

会計管理者 

（袴田光雄君） 

 それでは、認定第９号についてご説明いたします。 

 主要施策の１３４ページをごらんください。 

 まず、決算規模でございます。 

 第１表、収益的収入及び支出の決算規模をご参照ください。 
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 事業収益でございますが、平成２６年度決算額は９億１，１４３万８，０００

円で、前年対比１．４％の増となっております。 

 また、事業費用の決算額は９億６，２１７万円で、８．２％の増となっており

ます。 

 純利益の決算額は５，０７３万２，０００円の赤字決算となりました。 

 次に、第４表、資本的収入及び支出の決算規模をご参照ください。 

 資本的収入の決算額は７，４９２万１，０００円で、前年度比８０．２％の増

となっております。 

 また、資本的支出の決算額は１億２５２万６，０００円で、前年度比６０．９％

の増となっております。 

 差引額は２，７６０万５，０００円の不足決算額で、不足分につきましては損

益勘定留保資金で補塡しております。 

 続きまして、１３５ページをごらんください。 

 第７表、企業債残高の状況をご参照ください。 

 公債費の平成２６年度末の現在高は１億３，０８５万１，０００円で、４９１

万５，０００円の増となっております。 

 次に、第８表、業務の状況をご参照ください。 

 平成２６年度の入院、外来の総患者数は５万５，７０８人で、前年度比１，５

００人、２．６％の減少となっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

吉村委員長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 認定第９号について、収入、支出とも一括して質疑を行います。 

 決算書１４５ページから１７４ページです。 

 質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、収入、支出全般についての質疑を終わります。 

 以上で認定第９号の質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告することにご異議あ
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りませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  異議なしと認めます。 

 よって、認定第９号は、原案のとおり認定すべき旨、本会議において報告する

ことに決しました。 

 以上で、決算特別委員会に付託されました認定第１号から認定第９号までの認

定議案の審査は全て終了いたしました。 

 これで会議を閉じます。 

 委員会終わりに当たりまして、一言、お礼を申し上げます。 

 決算特別委員会の議案の審査と議事進行につきましては、委員各位のご協力に

よりまして、無事終えることができました。心からお礼を申し上げます。ありが

とうございました。 

 以上をもちまして、決算特別委員会を閉会いたします。 

 （閉会時刻 午前１０時４２分） 

 

事務局長 

（中野重男君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 事務局から連絡いたします。引き続き本会議を開催し、議案審議を行います。

なお、本会議は１１時から開会予定で準備を進めますので、１１時にここにお集

まりいただきますようにお願いいたします。 
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